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となる。  であり、  は消費の外部性を表す係数である。この場合、第
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で表される。ただし、  は両国に与えられた初期賦存量である。  は技術
移転に伴う費用である。この費用は第 ₁ 国のみが負担することとする。
 は技術移転の程度を表し、第 ₁ 国が任意に選択できるものとする。
また、  とする。すなわち、技術移転水準  に関して厳密な凹関










は、第 ₁ 段階における第 ₁ 国の技術移転水準  と、第 ₁ 段階における技術移












に書き換えることができる。この時、第 ₁ 国の所与の技術移転  の下、第 ₂
段階におけるナッシュ均衡は、⑿⒀式を同時に解くことで得られる両国の環境
維持投資の組  である。
ここで、第 ₁ 国による第 ₁ 段階での技術移転が、各国の第 ₂ 段階における環
境維持投資の供給量の選択に、どのような影響を与えているかを考察する。第
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の ₃ つのケースが考えられる。 ₁ のケースは、第 ₁ 国の技術移転による第 ₂ 国
の環境維持投資の変化に対して第 ₁ 国が環境維持投資を変化させるという正の
間接的な効果が、第 ₁ 国の技術移転が第 ₁ 国の環境維持投資の供給量に与える
負の直接的な効果を上回る場合で、式は正、すなわち  になる。
₂ のケースは、第 ₁ 国の技術移転による第 ₂ 国の環境維持投資の変化に対して
第 ₁ 国が環境維持投資を変化させるという正の間接的な効果と、第 ₁ 国の技術
移転が第 ₁ 国の環境維持投資の供給量に与える負の直接的な効果が等しい場合
で、式はゼロ、すなわち  になる。 ₃ のケースは、第 ₁ 国の技術
移転による第 ₂ 国の環境維持投資の変化に対して第 ₁ 国が環境維持投資供給量
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を変化させるという正の間接的な効果が、第 ₁ 国の技術移転が第 ₁ 国の環境維
持投資の供給量に与える負の直接的な効果を下回る場合で、式は負、すなわ




を得る。 ₁ と ₂ のケースでは、式は負、 ₃ のケースでは、式の符号は不確
定である。式から、式を考慮することで、
  
が得られる。 ₁ 、 ₂ 、 ₃ いずれのケースでも、環境維持投資総量は減少する。














費の外部性減少の正の効果と、技術移転で第 ₂ 国が  を減らしてしまう負の
効果があり、第 ₁ 国の効用が第 ₂ 国の技術の受け入れによって上昇するか低下
するかを調べる必要がある。さらに、第 ₁ 国からの技術移転を受け入れ、環境
維持投資総量  が減少したとしても、第 ₂ 国の効用が低下するとは限らな







となる。技術移転を受け入れることによる第 ₂ 国の効用への効果は ₃ つに分け
て考えることができる。まず右辺中括弧第 ₁ 項  は確定していない。こ
れは、第 ₁ 国から第 ₂ 国へ技術移転が行われることで、第 ₁ 国が環境維持投資
の供給を変化させ、それに反応して第 ₂ 国が自らの環境維持投資供給を変化さ
せることの効果である。右辺中括弧第 ₂ 項は第 ₁ 国が技術移転を行うことに
よって所得を減少させ、それによって第 ₁ 国の私的財の消費が減ることで、負
の消費の外部性が減ることの効果で、正である。最後に右辺中括弧第 ₃ 項は正





 なら、第 ₂ 国の効用は、技術移転の受け入れによって必ず上昇す
るので、第 ₁ 国から移転された技術水準  をそのまま受け入れる。
 なら、第 ₂ 国の効用への効果は不明である。しかし、式右辺中




■命題 2 　第 ₁ 国からの技術移転で、第 ₂ 国の負の消費の外部性の低下が十分
に大きくなる場合、第 ₂ 国は第 ₁ 国による技術を受け入れることで、経済厚生
を上昇させることができる。
3．2　技術移転段階
第 ₁ 国は第 ₂ 段階における結果を予想して、第 ₁ 段階における技術移転の水
準  を決定する。第 ₁ 段階における最適な技術移転水準は、以下の最大化問
題
  
を解いて得ることができる。最大化問題の解  と第 ₂ 段階における解
 が、全体のゲームの部分ゲーム完全均衡  を
構成する。最大化問題の一階の条件式を用いることで、
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  
を得る。右辺中括弧第 ₁ 項は、第 ₁ 国から第 ₂ 国へ技術移転が行われること
で、第 ₂ 国の環境維持投資供給量が変化することの、第 ₁ 国の効用への効果
で、  なら負になり、  なら符号は確定しない。右辺中括




であるなら、すなわち、右辺中括弧第 ₂ 項が、第 ₁ 項の絶対値より大きくなる
なら、第 ₂ 国へ適切な水準の技術移転を行うことで、第 ₁ 国の効用は上昇す
る。同様に、  の場合も第 ₂ 国への技術移転で、第 ₁ 国の効用は上
昇する。
■命題 3 　 、もしくは式を満たす場合、第 ₁ 国は第 ₂ 国に適切な
水準の技術移転  を行うことで、第 ₁ 国と第 ₂ 国の経済厚生は改善する。
以上のことから、次のように結論付けることができる。すなわち、第 ₁ 国に
よる技術移転を第 ₂ 国が受け入れた場合、環境維持投資総量  は低下する。
しかしながら、技術移転の受け入れで、第 ₂ 国の負の消費の外部性の減少が十
分に大きくなる場合、第 ₂ 国は効用を上昇させることができるので、技術移転
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This paper investigates the welfare effects of international 
technological transfer of environmental technologies.　Prior to 
noncooperative choice of environmental maintenance investment, a 
technologically advanced country considers making an unconditional 
technological transfer for reducing consumption externalities in less-
advanced country.　As a result, the total environmental maintenance 
investment decreases but the environmental quality is improved under 
speciﬁc conditions.　Then, international technological transfer can 
improve the welfare of each country.
Keywords： consumption externalities; private provision of public goods; 
international technological transfer.
JEL Classiﬁcation Numbers：D₇₄; H₂₃; H₄₁.
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